Breakfast at daVinci’s
ゲームの目的
コーヒー、ミルク、砂糖、ドーナッツを組み合わせて一番おいしい食事を準備した人が勝ち。
ゲームの準備

２７枚のカードを切り離して、スリーブに入れるかカードボードにのりで貼り付ける。
カードを良くきって、テーブルの上に裏向きにして置く。

ゲーム内容
山から３枚めくり、左から右に並べる。各カードは６つのエリアに分かれる。この中には以下のアイコンのいずれかが描かれている――コーヒー、ミルク、砂糖、ドーナッツ、ｘ２、ウェイターの手です。
手は、その向きによって、左か右のカードの同じ位置にあるアイコン（反対の向きの手を除く）の効果を打ち消す。ｘ２は同様に矢印の方向にある料理の価値を倍にする。x2は、飲食物にのみ適用される。
このゲームの目的は、いくつ料理が完成されているかを当てる事です。
もし３つの料理が完成されていると思えば、左から３番目のカードを選択します。

誰かが選択した瞬間にラウンドは終了し、計算フェイズに移行します。

もし、この宣言した数字が正しければ――多くも少なくも無くピタリの時は、その数が得点になります。もし、間違えた時は、正しい料理の数が失点になります。

ゲームの終了
ゲームはカードが無くなるまで（９ラウンド）行い、一番得点の多い人が勝ち。
ゲームの例
これらのカードが場に出ている。左のカードの３つの手のうち２つは対象が無いため効果無しです。

真ん中の手は中央のカードｘ２に対応しているため、これを打ち消す。中央のカードにある別のｘ２カードの対象はブランクのため、効果なし。3枚目にあるｘ２は、真ん中のドーナッツを２倍にする。

トータルで、ミルク３、コーヒー３、砂糖３、ドーナッツ２です。これらの素材で出来る朝食は２つです。先に真ん中のカードを指さした人が得点になる。誰かが指さしたら、次の３枚をめくります。

2005/02/10
訳:上野　宏之(railway@pas.netlaputa.ne.jp)









